
 

 

 

 

 
今年の夏は、ここ数年で一番暑かったのではないでしょうか。毎年、猛暑を更新しているように
も感じます。また、各地でゲリラ豪雨や地震、雷など自然災害もありました。日本の夏が、年々亜
熱帯の気候のように、変化しているのを感じずにはいられません。 
２学期がスタートします。１年間のうちで７９日間という一番長い学期になります。２学期は、
やがて秋を迎え、スポーツの秋、芸術の秋、読書の秋、行楽の秋、食欲の秋、そして、勉学の秋な
どと形容されるように、子供たちが学習や活動などを通して一段と成長する学期となります。しば
らくは厳しい残暑が続きますが、今後も教職員一同、子供たちの元気に応えるよう力を尽くします
ので、引き続き本校の教育活動に御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 
 
 

日 曜日 行 事 等 日 曜日 行 事 等 

１ 月 
第２学期始業式  
大掃除 分団会 18 木 ＡＬＴ来校 

２ 火 
給食開始 
ジブンミカタプログラム(5・6年) 19 金 学校運営協議会 

３ 水 委員会活動 23 火 秋分の日 

４ 木 身体計測 24 水 陸上 ガイヤスタジアム現地練習 

５ 金 10分間集中テスト（３～６年） 25 木 ＡＬＴ来校 

９  火 ＪＴＥ来校 26 金 ＪＴＥ来校 

15 月 敬老の日 30 火 ＪＴＥ来校 

17 水 クラブ活動 10/１第２回 PTA役員会 10/４陸上記録会 

 
 
１・２年生が「まちたんけん」に出掛けました。子供たちは探検をとおして、そこに住んでいる
人とふれあったり、地域にある場所を訪ねたりすることで、御槙地域の魅力を発見しました。今日
は、いつも野菜をいただいている地域の方の畑、郵便局、公民館を探検しました。お世話になった
関係者の皆様、ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家庭教育支援事業【おもしろ実験】を行いました。講師の清家先生・都築先生、宇和島市家庭教
育支援チームの若松さんに教えていただきながら、発泡スチロールの飛行機、空気砲を親子で製作
しました。紙より軽い発泡スチロールペーパーで飛行機を作りました。飛ぶ姿は、ゆっくりふわふ
わ、優雅に飛びます。また、飛んでいるときに板を持って後ろから空気を押すことで、上昇気流を
つくり飛行機を長時間、自由に飛ばすことができます。続けて飛ばそうと、親子で夢中になりまし
た。空気砲では、とび出す空気がどんな形か予想しました。煙を空気砲に入れることで、とび出す
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空気がドーナツ型になっていることがよく分かりました。子供たちは的を当てるのに必死でした！
身近なもので作る「手作りおもちゃ」にみんな大喜びでした。企画していただいた御槙公民館の皆
様、清家先生、都築先生、若松さん本当にありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
水泳練習は、全身運動で水に慣れるまでは、体力的にかなり追い込まれます。弱音を吐いて逃げ
出したくなったこともあると思います。でも３年生以上の児童は、最後まで練習をやり切りました。
前日の壮行会では下級生からの力強いエール、そしてたくさんの方の励ましや応援を受け、本番で
力を出し切りました。 
吉田町ふれあい運動公園で開催された宇和島市小学生水泳記録会に４年生男子、５年生男子の二
人の児童が出場し、自己ベスト記録を更新しました。男子 25ｍ自由形で５年生男子が６位に入賞
しました。「継続は力なり」コツコツよく練習したことが結果につながりました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 「未見の我」とは、言い換えると、「今まで見たことのない自分」という意味になります。この
「未見の我」という言葉は、松下村塾を主宰した吉田松陰が、明治維新で活躍した門下生に対し
て「未だ見たことのなかった自分を目指しなさい。心は熱く、一生に一度くらい本気でやってみ
なさい。必ず達成します。運命を造りなさい。」と語ったことが由来とされています。子供たち
には、限りない可能性があります。そしてまだ姿を現していないその子なりのよさや持ち味があ
るはすです。そのような「まだ見ぬ自分」を引き出し、認め、価値付け、伸ばすのが学校の役目
であると考えています。2学期には、運動会、音楽発表会、学習発表会などの学校行事がありま
す。子供たちが力を発揮し、「まだ見ぬ自分」に出会うチャンスがたくさんあります。「私はこ
んなことに興味があったんだ！」「自分ってこんなことができるんだ！」「仲間と協力するって
こんなに気持ちがいいことなんだ！」等、それまで出会うことのなかった自分に出会うチャンス
がたくさんあります。もちろんそのような「まだ見ぬ自分」に出会うためには本気で、しかも全
力で取り組む必要があります。なぜならば、中途半端な努力では本当の自分に出会うことはでき
ないからです。本当の自分に出会えるよう、しっかり子供たちの背中を教職員全員で押したいと
思います。 

 

クラブの時間に御内川でつりをしました。なかな
か釣れない児童もいましたが、つりを楽しみまし
た。ハヤ、ウグイ、ドンコ、ウナギ、アユ等が御
内川には生息しているそうです。 
  

 

 

 

「御槙っ子の田んぼ」で雑草取りをします。
草取りをする道具も使わせていただきました。
稲が大きく育ちますように…という願いを込
めて作業をしました。 
 

日野のつぶやき！ 
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